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(2) 洗浄の効果は粒子除去率と粒子付着率によって決まり，これらはそれぞれ液流速度の 3 乗 i乙比例す
る口
(3) 布がねじり変形するときは，ねじり変形により生じる布の内部液流から与えられるエネルギーによ
っても布の粒子残留率は定まる D
以上のように，本論文は布状物体に付着した粒子の液流による除去再付着現象について新しい考え方
と結果とを得ており，その成果は学術・応用の両面にわたり繊維工学ならびにその関連分野 i乙貢献する
と乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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